












漢方の基礎知識



はじめに

漢方薬とはなんですか？

漢方薬は、中医学の考え方に基づき、原則として 2 種類以上の生薬を、決められた分量で組み

合わせて作られたものです。用いる条件も細かく定められており、日本では治療効果の

ある医薬品として正式に認められているものです。　　　　　　

中医学では、人間の生命活動は「気・血・津液（き・けつ・しんえき）」の 3 つの要素によっ

て成り立っていると考えられています。3つのバランスが保たれていれば、「正気（せいき）」

が生まれ、健康を保つことができます。しかし、外からの病原菌や、ストレス、不摂生、

心労などでバランスが乱れると、病気や心身の不調が生じやすくなります。

『気』とは、簡単に言ってしまえばエネルギー
の事。『気』は筋肉など身体を動かす時にも
必要ですし、考える時や食べ物を消化する
時、血液を全身に巡らせる時にも必要なも
のです。また、この『気』は、外からやって
くるウイルスなどが身体に入ってこないよ
うにバリアを張る働きもしています。

『血』は、そのまま血液のことです。ただ、
漢方の世界では血が精神的な事を司ると考
えていて、考え事をしすぎたり落ち込んだ
りすると、どんどん血を消費してしまうと
考えます。身体に栄養を届けてくれるので、
肌のハリや爪、髪の毛など美容にも欠かせ
ない存在です。

『血』以外の水分のことを『津液』と言います。
おしっこや汗などのように、サラサラしてい
るものもあれば、鼻水や唾液のようにベトベ
トしているものもあります。足や顔が浮腫む
原因は、この津液が上手く巡っていない事が
原因のことが多いです。

からだを作る三要素　気・血・津液

気

血 津液

漢方では、患者さん一人ひとりの気・血・津液のバランスを考慮し、
ひとりひとりの体質・状態にあった処方をおこないます。

薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。元気の出る食べ物を食べ、身体の元気を補充しま
しょう！また、元気を作っているのは胃腸です。胃腸を弱らせる甘い
ものや辛い刺激物は避けるようにしましょう。

『気』が不足している状態です。『元気』や『気になる』『気持ち』など、気に

関する言葉が日本にはたくさんありますが、気とは、エネルギーの源と考え

られており、身体を動かしてくれたり、体温を維持したり、ウイルスなどの

外敵から身を守ってくれたりしています。『気』が不足すると、肌のハリが衰

えてきたり、たるみが出てきたりとお肌に悪影響が出てくることはもちろん、

風邪をひきやすかったり、アレルギーが起こりやすかったり、なんだかやる

気が出ないっていうことにも繋がってきます。

『気』を作ってくれてるのは胃腸なので、胃腸の調子を整えるよう心がけ、ス

トレスは胃腸を傷つけやすいので、なるべくストレスを受けない、溜めない

様に心がけることも大切です。
気
血津液

中医学の考え方の基本

1 気虚タイプ（ききょ）

胃腸を助けてくれる食べ物

気を作ってくれる食べ物 山芋、米、牛肉、うなぎ、豆類、栗

大根、山芋、山査子、なつめ、生姜

おすすめの食べ物



薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。血を作ってくれる赤い色をした食べ物を積極的に
食べましょう。また、食べ物から血を作ってくれているのは胃腸です。
胃腸を弱らせる甘いものや辛い刺激物は避けるようにしましょう。

『血』が不足している状態です。漢方の世界では『血』は、精神活動を司って

いると考え、『血』が不足してくると不安感や心配ごとが多くなってきたりし

ます。また、身体に潤いを与えてくれるのも『血』の役割。『血』の不足は、

乾燥肌や髪の毛が抜けやすい、爪の色が悪いなんてことにも繋がってくるの

で、美容には血が不可欠と言っても過言ではありません。心身共に綺麗でい

るために『血』を補う食生活をしていきましょう。

『血』を作ってくれてるのは胃腸なので、胃腸の調子を整えるよう心がけ、ス

トレスは胃腸を傷つけやすいので、なるべくストレスを受けない、溜めない

様に心がけることも大切です。 

薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。身体の中の潤いを補充してくれる食べ物を食べま
しょう。また、身体に熱をもたせるような香辛料や辛いもの、甘いも
のなどは避けるようにしましょう。

2 血虚タイプ（けっきょ）

胃腸を助けてくれる食べ物

血を作るのを助けてくれる食べ物 レバー、鶏肉、牡蠣、人参、小松菜、なつめ、桃

大根、山芋、山査子、なつめ、生姜

おすすめの食べ物

身体の潤いを補充してくれる食べ物 枸杞の実、ゴマ、黒豆、鶏肉、豚肉、
百合根、白きくらげ、貝類、レンコン

3 陰虚タイプ（いんきょ）

身体の熱を取ってくれる食べ物 セロリ、トマト、ゴーヤ、大根、白菜、はと麦茶

おすすめの食べ物

身体の潤いが不足している状態です。身体の潤いが少なくなると乾燥肌や、

肌荒れが起こりやすくなり、髪の毛もパサパサしてくるので美容には天敵。

陰虚の状態を放置していると、身体を冷やすことができなくなり熱がうまれ

てしまいます。そうなると、乾燥はさらにひどくなり、ニキビも生まれてく

るので、早めの対処をしましょう。身体を潤してるのは何と言っても水。こ

まめに水分補給をし、熱をためないよう甘いものや脂っこいものは控える様

にしましょう。



薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。体の中の潤いを補充してくれる食べ物を食べ、ス
トレスを緩和させてくれる香りの強い食べ物をオススメします！ま
た、運動することで巡りがよくなるので適度な運動も心がけましょう。

『気』がうまく巡らずに滞っている状態です。『元気』や『気になる』『気持ち』など、

気に関する言葉が日本にはたくさんありますが、気とは、エネルギーの源と

考えられており、身体を動かしてくれたり、体温を維持したり、ウイルスなど

の外敵から身を守ってくれたりしています。『気』が滞るとそれらがうまく

機能しなくなり、さらに熱を生み出すため、赤ら顔や、火照り、ニキビや

乾燥肌を起こします。イライラしたり、鬱々とした気分になると気が滞りや

すくなるため、ストレスの発散をこまめにし、なるべくストレスを溜めない

様に心がけましょう。

食べたり飲んだりした際に、スーッとするものが気滞を抑えるので、ミント

などのハーブティーはおすすめです。

身体を温めてくれる寒い地域で取れる野菜や果物を食べ、なるべく生
で食べずに火を通して食べましょう。
また、身体が冷えると体調が悪化しやすいので、汗の出る香辛料や冷
たい飲み物は避け、湯船にゆったりと浸かる様にしましょう。
 

あなたのタイプは陽虚タイプ。

熱が足りず、冷えている状態です。身体を温めているのは『気』の働き。『気』

は他にも、エネルギーの源として働いてくれたり、身体を動かしてくれたり、

ウイルスなどの外敵から身を守ってくれたりしています。身体が冷えると、

青みがかった顔色になったり、肌のハリがなくなったりします。

『気』を作ってくれてるのは胃腸なので、胃腸の調子を整えるよう心がけ、ス

トレスは胃腸を傷つけやすいので、なるべくストレスを受けない、溜めない

様に心がけることも大切です。

5 気滞タイプ（きたい）

ストレスを緩和してくれる食べ物

身体の潤いを補充してくれる食べ物 枸杞の実、ゴマ、黒豆、鶏肉、豚肉、
百合根、白きくらげ、貝類、レンコン

セロリ、ネギ、生姜、ミョウガ、薄荷

おすすめの食べ物

4 陽虚タイプ（ようきょ）

身体を温めてくれる食べ物 生姜、シナモン、羊肉、くるみ、胡椒、杜仲茶

おすすめの食べ物



薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。血の不足を補ってくれる食べ物や血の巡りをよく
する食べ物を食べましょう。
また、身体は冷えると滞ります。冷たい食べ物や、甘いものなどは避
けるようにし、適度な運動も心がける様にしましょう。

血の巡りが悪い状態です。血の巡りが悪いと顔がむくんできたり、目のクマ

が起こってきます。また、ソバカスや肝斑、シミなども起こってくるため、

美容には天敵です。瘀血は『血』の不足や『血』を巡らすための『気』の不足によっ

て起こってくるため、胃腸を整え、食べたものを身体にしっかり吸収できる

ようにしましょう。

また、冷えは血の巡りを悪くするため出来るだけ避けるようにし、適度な運動

を心がけましょう。

薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。身体の水の巡りをよくする食べ物を食べましょう。
また、胃腸の調子が悪くなると浮腫みが出やすくなります。胃腸を弱
らせる甘いものや辛い刺激物は避けるようにしましょう。

身体に湿気が溜まっている状態です。湿気が身体に溜まってくるとイボがで

きやすくなったり、身体が重だるくなってきたり、浮腫みが起こってきたり

します。湿気を引き起こしてるのは甘いもの。甘いものは胃腸に負担もかけ

るので、さらに湿気を増やします。また適度な運動を心がけ湿気を巡らせ

身体の外に排出しましょう。

6 瘀血タイプ（おけつ）

血のめぐりを良くしてくれる食べ物

血を作るのを助けてくれる食べ物 レバー、鶏肉、牡蠣、人参、小松菜、なつめ、桃

玉ねぎ、ニラ、ネギ、ミョウガ、サフラン、黒酢

おすすめの食べ物

7 湿タイプ（しつ）

胃腸を助けてくれる食べ物

湿気をとってくれる食べ物 はと麦茶、もやし、緑豆、海藻類、ねぎ、ニラ

大根、山芋、山査子、なつめ、生姜

おすすめの食べ物



薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。健康への第一歩は胃腸の調子を整えることです。
胃腸を弱らせる甘いものや辛い刺激物は避けるようにしましょう。

薬に頼るのももちろん大切ですが、身体は日々口に入れている食べ物
で作られています。身体の中の潤いを補充してくれる食べ物を食べ、
熱をとってくれる食べ物を食べましょう。
また、身体に熱をもたせるような香辛料や辛いもの、甘いものなどは
避けるようにしましょう。

身体に溜まった熱が悪さをしている状態です。熱はいろんな事で起こります

が、一番の原因はイライラや怒る事。カーッとなったら顔が赤くなり熱くな

りますよね。身体の熱が溜まってくるとさらにイライラしやすくなり、赤ら

顔や、ニキビ、乾燥肌の原因にもなるので、なるべく心を穏やかにすること

を心がけましょう。

また、熱がひどくなってくると乾燥にも繋がるため、身体を潤すための水分

補給を忘れずにするようにしましょう。

9 脾虚タイプ（ひきょ）

湿気をとってくれる食べ物

胃腸を助けてくれる食べ物 大根、山芋、山査子、なつめ、生姜

はと麦茶、もやし、緑豆、海藻類、ねぎ、ニラ

おすすめの食べ物

8 熱タイプ（ねつ）

身体の熱を取ってくれる食べ物

身体の潤いを補充してくれる食べ物 枸杞の実、ゴマ、黒豆、鶏肉、豚肉、
百合根、白きくらげ、貝類、レンコン

セロリ、トマト、ゴーヤ、大根、白菜

おすすめの食べ物

胃腸が弱っている状態です。健康を保つには何と言っても胃腸を整える事が

一番。胃腸は食べ物から身体のエネルギーとなる『気』や『血』を作り出し、

身体を正常に動かすために働いてくれています。胃腸が弱ってくると、肌の

ハリに影響があり、たるみの原因にもなります。また、不正出血が起こったり、

風邪をひきやすいなんてことも起こってくるでしょう。

胃腸はストレスが天敵です。イライラしたり怒ったりすることを極力なくす

ようにし、自分なりのストレス発散方法を身に付けることが大切です。





お薬の説明

補中益気湯

「補中益気湯（ほちゅうえっきとう）」は、“中（体の内側）を補い気を増やす”
という意味で名付けられています。胃腸のはたらきを高め、食欲を出す
ことで「気」を増やし、「気」を上のほうに動かしてめぐらせることで、疲れ
を改善していく処方です。

　　配合生薬
人参（ニンジン）、白朮（ビャクジュツ）、黄耆（オウギ）、当帰（トウキ）、
大棗（タイソウ）、柴胡（サイコ）、陳皮（チンピ）、甘草（カンゾウ）、生姜（ショウキョウ）、
升麻（ショウマ）

　　効 能
元気がなく胃腸のはたらきが衰えて疲れやすい方の次の諸症： 虚弱体質、疲労倦怠、
病後の衰弱、食欲不振、ねあせ

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

間質性肺炎：階段を上ったり、少し無理をしたりすると息切れがする・息苦しくなる、
空せき、発熱等がみられ、これらが急にあらわれたり、持続したりする。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。
偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加えて、
脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

六君子湯

胃腸の働きをよくする「四君子湯（シクンシトウ）」に、胃の中の「水」の
停滞を改善する「二陳湯（にちんとう）」を加え、消化器系の機能を高める
処方になっています。薬に含まれる「人参」「半夏」「茯苓」「朮」「陳皮」「甘草」
の6つの生薬を6人の君子に見立てて、「六君子湯」という名前がついたと
いわれています。

　　配合生薬
人参（ニンジン）、白朮（ビャクジュツ）、茯苓（ブクリョウ）、半夏（ハンゲ）、
陳皮（チンピ）、大棗（タイソウ）、生姜（ショウキョウ）、甘草（カンゾウ）

　効 能
体力中等度以下で、胃腸が弱く、食欲がなく、みぞおちがつかえ、疲れやすく、貧血
性で手足が冷えやすい方の次の諸症：胃炎、胃腸虚弱、胃下垂、消化不良、食欲不振、
胃痛、嘔吐

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：悪心、腹部膨満感、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。
偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加えて、
脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。



十全大補湯

「十全大補湯（じゅうぜんだいほとう）」は、漢方の古典といわれる中国の
医書「和剤局方（ワザイキョクホウ）」諸病門に収載されている薬方です。
「気」と「血」の両方を補ってくれる漢方薬で、体力の低下や貧血、全身の

　　配合生薬
黄耆（オウギ）、当帰（トウキ）、芍薬（シャクヤク）、茯苓（ブクリョウ）、
地黄（ジオウ）、甘草（カンゾウ）、白朮（ビャクジュツ）、人参（ニンジン）、
桂皮（ケイヒ）、川芎（センキュウ）

　効 能
体力虚弱な方の次の諸症：病後・術後の体力低下、疲労倦怠、食欲不振、ねあせ、
手足の冷え、貧血

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、嘔吐、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目が黄色くなる）、
褐色尿、全身のだるさ、食欲不振等があらわれる。

偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感や こわばりに加
えて、脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

疲れを大いに補うという意味で名付けられています。

当帰芍薬散

「血」の量が少ない、もしくは薄い人は体のすみずみまで栄養素や熱が行き
届きません。その結果、冷えや生理が遅れるなどの症状が現れます。また、
大切な「血」がうまく体中をめぐらなくなると、水分代謝も悪くなり、体
の余分なところに水分がたまり、その水分が体を冷やして冷えを引き起こ
します。
「当帰芍薬散（とうきしゃくやくさん）」は、全身に大切な栄養素を与え、
血行を良くするのと同時に、水分代謝を整えることで余分な水分を体から
とり除いて、足腰の冷え症や生理不順を改善します。

　　配合生薬
当帰（トウキ）、川芎（センキュウ）、芍薬（シャクヤク）、茯苓（ブクリョウ）、
白朮（ビャクジュツ）、沢瀉（タクシャ）

　効 能
体力虚弱で、冷え症で貧血の傾向があり疲労しやすく、ときに下腹部痛、
頭重、めまい、肩こり、耳鳴り、動悸などを訴える方の次の諸症：月経不順、
月経異常、月経痛、更年期障害、産前産後あるいは流産による障害（貧血、
疲労倦怠、めまい、むくみ）、めまい・立ちくらみ、頭重、肩こり、腰痛、足腰

　使用上の注意

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、嘔吐、腹痛、下痢等
肝臓：肝機能異常（AST（GOT）、ALT（GPT）等の上昇）

の冷え症、しもやけ、むくみ、しみ

服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。



十味敗毒湯

「十味敗毒湯（じゅうみはいどくとう）」は、中国の明の時代の医学書「万
病回春（まんびょうかいしゅん）」に載っている「荊防敗毒散（ケイボウハ
イドクサン）」という処方をもとに、江戸時代の外科医、華岡青洲によって
日本でつくられた漢方薬です。10種類の生薬で毒素を取り除くということ
から「十味敗毒湯」と名づけられました。
化膿を抑え、皮膚の腫れや赤み、かゆみを取る薬です。

　　配合生薬
柴胡（サイコ）、桔梗（キキョウ）、川芎（センキュウ）、茯苓（ブクリョウ）、
防風（ボウフウ）、甘草（カンゾウ）、生姜（ショウキョウ）、荊芥（ケイガイ）、
独活（ドクカツ）、桜皮（オウヒ）

　　効 能
化膿性皮膚疾患・急性皮膚疾患の初期、じんましん、湿疹・皮膚炎、にきび、水虫

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹、発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診
療を受けてください。

偽アルドステロン症、ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに
加えて、脱力感、筋肉痛があらわれ、徐々に強くなる。

防風通聖散

「防風通聖散（ぼうふうつうしょうさん）」は、金時代の「宣明論（せんめ
いろん）」という古典書で紹介されている処方です。
その名前は、 主薬の「防風」と、聖人を意味する「通聖」にちなんでいます。
おなかまわりの脂肪が多く、便秘がちな方の肥満症や、 肥満 に伴うむくみ・
便秘などに効果があります。

　　配合生薬
当帰（トウキ）、芍薬（シャクヤク）、川芎（センキュウ）、山梔子（サンシシ）、連翹（レ
ンギョウ）、薄荷（ハッカ）、生姜（ショウキョウ）、荊芥（ケイガイ）、防風（ボウフウ）、
麻黄（マオウ）、大黄（ダイオウ）、白朮（ビャクジュツ）、桔梗（キキョウ）、黄芩（オ
ウゴン）、甘草（カンゾウ）、石膏（セッコウ）、滑石（カッセキ）、芒硝（ボウショウ）
　効 能

高血圧の随伴症状（どうき、肩こり、のぼせ）、肥満症、 むくみ、便秘

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

自律神経系：不眠、発汗過多、頻脈、動悸、全身脱力感、精神興奮等
皮膚：発疹、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、嘔吐、腹痛、 軟便、下痢等
泌尿器：排泄障害等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診
療を受けてください。

間質性肺炎： 階段を上がったり、少し無理をしたりすると息切れがする、息苦しくなる、
空せき、発熱等がみられ、これらが急にあらわれたり、持続したりする。
肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。
偽アルドステロン症、ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに
加えて、脱力感、筋肉痛があらわれ、徐々に強くなる。
腸間膜静脈硬化症： 長期服用により、腹痛、下痢、便秘、腹部膨満等が繰り返しあら
われる。







桂枝茯苓丸加薏苡仁

　　配合生薬
薏苡仁（ヨクイニン）、桃仁（トウニン）、桂皮（ケイヒ）、茯苓（ブクリョウ）、
芍薬（シャクヤク）、牡丹皮（ボタンピ）

　　効 能
比較的体力があり、ときに下腹部痛、肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷えなど
を訴える方の次の諸症：にきび、しみ、手足のあれ（手足の湿疹・皮膚炎）、月経不順、
血の道症

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：胃部不快感、下痢等

「血」は全身の組織や器官をめぐり、栄養を
与えているので、めぐりが悪くなると、シ
ミなどの色素沈着になりやすくなります。
また、栄養がいきわたらないと、ザラつき
などの肌あれが現れやすくなります。
「桂枝茯苓丸料加薏苡仁（けいしぶくりょう
がんりょうかよくいにん）」は、「血」のめぐり
を良くして、肌に栄養がいきわたるように
します。

加味逍遙散

　　配合生薬
柴胡（サイコ）、芍薬（シャクヤク）、蒼朮（ソウジュツ）、当帰（トウキ）、茯苓（ブクリョウ）、
山梔子（サンシシ）、牡丹皮（ボタンピ）、甘草（カンゾウ）、生姜（ショウキョウ）、薄荷（ハッカ）
　　効 能
体質虚弱な婦人で、肩がこり、疲れやすくて、精神不安などの精神神経症状、ときに便秘の
傾向のある方の次の諸症：冷え症、虚弱体質、月経不順、月経困難、更年期障害、血の道症

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：吐き気・嘔吐、食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白目 が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。

腸間膜静脈硬化症：長期服用により、腹痛、下痢、便秘、腹部膨満等が繰り返しあらわれる。

偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加
えて、脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

月経異常や更年期障害など、女性特有の症
状によく用いられます。肩がこる、めまい
や頭痛がするなどのほか、のぼせや発汗、
イライラ、不安など、不定愁訴といわれる
多様な心身の不調に広く用いられます。逍
遙とはぶらぶら歩くことを意味しますが、
「加味逍遙散（かみしょうようさん）」もさま
ざまに移り変わる症状に効果があることか
らつけられた名前です。「気」の巡りを整え、
精神を落ち着かせ、リラックスさせてく
れる働きのあるお薬です。



温清飲帰 脾 湯

　　配合生薬
黄耆（オウギ）、遠志 （オンジ）、酸棗仁（サンソウニン）、大棗（タイソウ）、人参（ニ
ンジン）、当帰（トウキ）、白朮（ビャクジュツ）、甘草（カンゾウ）、茯苓（ブクリョウ）、
生姜（ショウキョウ）、竜眼肉（リュウガンニク）、木香（モッコウ）

　効 能
虚弱体質で血色の悪い人の次の諸症： 貧血、不眠症

　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

皮膚：発疹・発赤、かゆみ
消化器：食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

偽アルドステロン症、 ミオパチー：手足のだるさ、しびれ、つっぱり感やこわばりに加えて、
脱力感、筋肉痛が あらわれ、徐々に強くなる。

　　配合生薬
地黄（ジオウ）、芍薬（シャクヤク）、川芎（センキュウ）、当帰（トウキ）、黄芩（オウゴン）、
黄柏（オウバク）、黄連（オウレン）、山梔子（サンシシ）

　　効 能
体力中等度で、皮膚はかさかさして色つやが悪く、のぼせる方の次の諸症：月経不順、
月経困難、血の道症、更年期障害、神経症、湿疹、皮膚炎

　　使用上の注意
服用後、次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので、直ちに服用を中止し、
医師、薬剤師に相談してください。

消化器：吐き気・嘔吐、食欲不振、胃部不快感、悪心、腹痛、下痢等

また、まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医師の診療
を受けてください。

間質性肺炎：階段を上ったり、少し無理をしたりす ると息切れがする・息苦しくなる、
空せき、発熱等がみられ、これらが急に あらわれたり、持続したりする。

肝機能障害：発熱、かゆみ、発疹、黄疸（皮膚や白 目が黄色くなる）、褐色尿、全身のだるさ、
食欲不振等があらわれる。

腸間膜静脈硬化症：長期服用により、腹痛、下痢、便秘、 腹部膨満等が繰り返しあらわれる。

「温清飲（ウンセイイン）」の温は「冷えを
温める」効能、清は「熱をさます（清める、
清熱する）」効能を示しています。本方が
温める当帰（トウキ）と、冷やす黄連（オ
ウレン）を主薬とすることに由来します。
肌の色ツヤが悪く、手足の裏がほてるタイ
プの湿疹、生理不順、神経症などに用いま
す。仕事や体を動かす午後あるいは夕方か
ら疲れが出始め、疲れると手足の裏がほて
り、肌の色ツヤも悪くなり、精神的に興奮
しやすく、落ち着きがなくなるうような方
に適します。

「心脾両虚（しんぴりょうきょ）」という、
心と胃腸が弱っている時に使う漢方薬で
す。元気の源である胃腸を丈夫にし、「気」
と「血」を補います。心配性の人にとても
よく効く漢方薬で、他にも不安や緊張感を
やわらげ、睡眠の質を改善してくれます。


